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Abstract：Most of compound gerunds, formed by objective noun, is considered to be not affected 
by Rendaku. Especially, Rendaku affects those which mean ACTIONS but not JOBS or TOOLS, 
etc. However, there are many exceptions in case of ACTIONS. It is a precondition that the gerund 
should function only as a verb when following objective noun. In this paper, we remark on the 
compound gerunds without independent noun form. We came to the conclusion that at most times, 
Rendaku does not affect compound gerunds when the first element works as object to the second 
element, for they have departed from the feature of Japanese Word by meaning concrete ACTIONS.
キーワード：連濁，和語，語構成，目的格，動詞連用形










































































































































































































































































































































































































羊飼い 羊 〇 ひじ掛け ひじ 〇
鵜飼い 鵜 〇 刀掛け 刀 〇
A２
巾着切り 巾着 〇 腰掛け 腰 〇
根切り 根 〇 手ぬぐい掛け 手ぬぐい 〇
葛切り 葛 〇 洋服掛け 洋服 〇
そば切り そば 〇 稲架け 稲 〇
爪切り 爪 〇 袋掛け 袋 〇
ねじ切り ねじ 〇 餡かけ 餡 〇




水切り 水 〇 舵取り 舵 〇
縁切り 縁 × 糟取り 糟 〇
缶切り 缶 〇 茸取り 茸 〇
腹切り 腹 〇 ごみ取り ごみ 〇
首切り 首 〇 塵取り 塵 〇
A３ 冷や飯食い 冷や飯 〇 鼠取り 鼠 〇蟻くい 蟻 〇 頭垢取り 頭垢 〇
A４
水汲み 水 〇 カルタ取り カルタ ？
潮汲み 潮 〇 判取り 判 〇
茶汲み 茶 〇 ゲーム取り ゲーム ×
A５
艶消し 艶 〇 年取り 年 ×
インク消し インク 〇 人気取り 人気 ×
帳消し 帳 〇 命取り 命 ×
毒消し 毒 〇 借金取り 借金 ×
火消し 火 〇 天下取り 天下 ？
色消し 色 〇 弓取り 弓 〇
A６
札差し 札 〇 婿取り 婿 〇
水差し 水 〇 嫁取り 嫁 〇
油差し 油 〇 明かり取り 明かり 〇
状差し 状 〇 汗取り 汗 〇
A７ 物知り 物 ？ 注文取り 注文 ？
訳知り 訳 × 炭取り 炭 〇
A８ ごはん炊き ご飯 〇 点取り 点 ？飯炊き 飯 〇 物取り 物 〇
A９
綿摘み 綿 〇 相撲取り 相撲 ？
花摘み 花 〇 田の草取り 田の草 〇
茶摘み 茶 〇 種取り 種 〇
A10 謎解き 謎 ？ 糸取り 糸 〇絵解き 絵 〇 草取り 草 〇
A11 煤掃き 煤 〇 草履取り 草履 〇眉掃き 眉 〇 陣取り 陣 〇
A12 三味線弾き 三味線 〇 音頭取り 音頭 〇
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A13
灰吹き 灰 〇 B５ 肉挽 肉 〇





手拭き 手 〇 本立て 本 〇
汗拭き 汗 〇 ろうそく立て 蝋燭 〇
足拭き 足 〇 目立て 目 ？
A15 雪踏み 雪 〇 矢立て 矢 〇麦踏み 麦 〇 筆立て 筆 〇
A16
井戸掘り 井戸 〇 腕立て 腕 〇
根掘り葉掘り 根／葉 〇 花立て 花 〇
穴掘り 穴 〇 針立て 針 〇
芋掘り 芋 〇 鏡立て 鏡 〇
A17





A18 泥鰌掬い 泥鰌 〇小またすくい 小また 〇







A21 洟垂らし 洟 〇
A22 女たらし 女 〇
A23 夜更かし 夜 ？
A24 番狂わせ 番 ×
※ 〇 ＝ 具象名詞
　 × ＝ 抽象名詞
　 ？ ＝ 具象名詞と抽象名詞の中間
　以上から，前接部が抽象名詞の場合は連濁しやす
く，具象名詞の場合は連濁しにくい傾向があるといえ
る。では，なぜこのような傾向がみられるのだろう
か。
　ここで，清音形の語例「泥鰌すくい」と濁音形の語
例「眠気覚まし」を挙げて説明する。「泥鰌すくい」
では，具象名詞「泥鰌」が前接することにより，意味
の面でも「泥鰌をすくう」という具体的な行動を指し
ている。これに対して，「眠気覚まし」では，抽象名
詞「眠気」が前接するため，意味の面では「眠気を覚
ます」ことはわかるが，具体的行動としてコーヒーを
飲むのか，散歩に行くのかは明示されていない。つま
り，「泥鰌すくい」は具体的な行動を指しているのに
対して，「眠気覚まし」はより上位にある，ヒトを行
動に駆り立てる目的のような意味を表している。以
下，（１）は言えるのに対して（２）は言えないのも，
まさに「泥鰌掬い」が「眠気覚まし」より意味が狭い
からであろう。
　（１）眠気覚ましに泥鰌掬いをする　（○）
　（２）泥鰌掬いに眠気覚ましをする　（×）
　以上の考察から，B１の「命懸け」およびB９～
B12が連濁するのは，抽象名詞が前接することによ
り，具体的な行動を表す用法ではないからだと考えら
れる。この考え方で，B８の「熱冷まし」は連濁しな
いのに対して，「燗冷まし」「湯冷まし」は連濁する事
象も説明できるようになる。「燗」「湯」を冷ますため
に，「燗」「湯」のもつ「熱」を冷ます必要があるから
である。つまり，「燗冷まし」「湯冷まし」は「熱冷ま
し」に比べ，行動の具体性を欠くため，連濁が起こっ
たと考えられる。B13の「人減らし」については，前
接部「人」は具象名詞のように見えるが，「人減らし」
という語においては「人間」「人体」ではなく「人数」
という抽象名詞として使用されている。そのため，連
濁が起こったものと考えられる。
　このように，具象名詞が前接するか抽象名詞が前接
するかで，複合語の表す意味も具体的になったり，ぼ
やけたりする。本来，和語という語種は漢語に比べ，
表す意味がぼやけており，多義的に捉えられることが
多い。例えば「宿題を出す（和語）」という場合，「宿
題を先生に出す」「宿題をカバンの中から出す」「先生
が学生に宿題を出してやらせる」など，異なる場面に
よって異なる意味に捉えられている。一方，「宿題を
提出する（漢語）」という場合となると，「宿題を先生
に出す」という意味にしか捉えられなくなる。動詞連
用形に具象名詞が前接すると，複合語の表す意味が具
体的になり，意味上，より漢語に近い存在になる。漢
語は基本的に連濁が起こらないため，動詞連用形に具
象名詞が前接する複合語も漢語にならって，連濁が起
こらなくなったのではないだろうか。
　鈴木（2009）は，動詞連用形の表す「動作性」の意
味から離れ，「状態性」の意味を獲得した場合に連濁
が起こると指摘している。「動作性」の意味，つまり
本稿でいう「具体的な行動」を表す複合語は，和語が
備えるべき性質とは相反するものとして，連濁が阻止
された。そして，前部要素と後部要素が目的格関係を
成す複合語の中に，〈表１〉のように特に「具体的な
行動」を表すものが多い。そのため，目的格関係では
基本的に連濁が起こらないという結果となったのでは
ないだろうか。
５．まとめ
　本稿では，動詞連用形を後部要素とする複合語のう
ち，前部要素が後部要素の目的格である場合の連濁を
再考察した。後部要素の動詞連用形が独立した用法を
持つ場合，語構成上「目的語（を）動詞」ではなく，
「名詞の名詞」からできたとも考えられる。そのため，
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本稿で再考察を行う際，独立した用法をもたない動詞
連用形を後部要素とする語のみを対象にし，語例を収
集して分析を行った。
　結論として，前部要素が後部要素の目的格である場
合，連濁がほとんど起こらないことがわかった。目的
格関係の複合語では，動詞連用形に具象名詞が前接
することが多く，意味上「具体的な行動」を表してい
る。これは，意味がぼやけていて多義的に捉えられる
という和語本来の性質から離れている。その結果，連
濁が阻止され，清音で使われていることが明らかに
なった。
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